


（4）職域メンタルヘルスサポーター養成研修

場所 人数

事業所管理者、職員
（2会場で実施）

100名

（5）自殺予防対策

（6）関係機関との連絡調整

平成18年度に、管内の事業所からこころの健康センターに職域メンタルヘルス事業の取り組みに
ついての要請があったことから、今年度も継続しこころの健康センターと協働して職域メンタルヘル
スサポーター養成研修を実施しました。

自殺が個人的な問題としてのみ捉えられるものではなく、その背景には、様々な社会的要因があ
ることを踏まえ、命の大切さの理解を深めるとともに、自殺や精神疾患に対する正しい知識の普及・
啓発を実施しました。

年月日 内容

平成19年8月4日
講義「メンタルヘルスの基礎知識」

「こころと体のストレスへの対処方法」
「ストレス調査について」

①こころの健康づくり研修会の開催
名張市と協働で市民対象に「うつ病と自殺予防について」のテーマで講演会を実施。

②自殺対策基本法により、国・地方公共団体が自殺防止等に関する活動を行っている民間団体とも
連携しつつ、総合的な自殺対策を実施することが重要であるとされており、多様な相談業務に携
わっている人を対象に、東京自殺防止センターから講師を招き研修会を実施した。

③自殺予防対策パンフレット「こころの健康だいじょうぶ」の配布

地域でこころの健康づくり事業を推進するためには、各市関係者との共通理解や連携が必要であ
ることから連絡会議を開催した。

また、県内4箇所で実施した平成19年度精神保健福祉研修（地域精神保健福祉研修・リスナー指
導者研修・職域メンタルヘルスサポーター研修）への参加依頼を行った。

・各市との連絡会議 延べ７回実施
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２ 民生委員・児童委員

平成20年3月31日現在

市名 委員定数［うち主任児童委員］

伊賀市 ２９５［３０］

名張市 １８０［１６］

計 ４７５［４６］

[   ]内は主任児童委員（再掲） 平成20年3月31日現在

３ ボランティア活動

（１） ボランティア登録の状況

各社会福祉協議会登録数

グループ数（団体）

112

90

202

889

150

58,847
45,498

6,716

10,825

19,554

10,406

1,115

2,277

3,015

14,484

3,012

2,593

14,484

8,077

124

540

334

660

1,006

725

901

182

2,526

819

737

325

計

調査・実態把握

行事・事業・会議への参加協力

地域福祉活動・自主活動

高齢者に関すること

障害者に関すること

子どもに関すること

その他

生活環境

日常的な支援

その他

計

子どもの教育・学校生活

生活費

年金・保険

仕事

内容別相談
支援件数

分野別相談
支援件数

その他の活動件
数

在宅福祉

介護保険

健康・保健医療

子育て・母子保健

子どもの地域生活

家族関係

住居

[22]

[]

[5]

[132]

グループ所属人数

   ボランティアスクールが開かれ、それとともにボランティア協議会に結集して連携をもったきめ細かな取り
組みが進んでいる。

個人（人）

平成20年3月31日現在

2,887計

3,644

2,759

6,403

2,553

334

伊賀市

名張市

訪問回数

[116]

[235]

[3]

[2]

[33]

[3]

[45]

[73]

[26]

   民間社会福祉活動の担い手であるボランティアグループは、社会福祉協議会が中心となり数多く結成さ

民児協運営・研修

証明事務

要保護児童の発見の通告・仲介

活動日数

[88]

[1048]

[1517]

[1004]

[3]

[4]

[4294]

[502]

れ活動の輪も広がってきている。

[592]

（１） 民生委員・児童委員の定数

（２） 民生委員・児童委員活動状況

件数

[97]

[671]

[671]

[46]
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